
Ⅳ
受
講
と
体
験
の
部 

９
時
30
分
～
11
時
00
分 

Ａ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

香
川
県
支
部
の
皆
さ
ん
に
「
一
次
救
命

処
置
講
習
：
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

方
法
」
を
運
営
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

10
時
00
分
～
11
時
15
分 

Ｂ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
香
川
県
防
災
士

会
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
に
「
断
水

ト
イ
レ
対
応
体
験
」
を
運
営
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

10
時
20
分
～
11
時
40
分 

Ｃ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
観
音
寺
市
危
機

管
理
課
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
組
立
解
体
体
験
」
を
運
営
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
区

内
に
17
あ
る
子
ど
も
会
の
参
加
を
狙
っ

て
、
専
門
機
関
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
治
会
加
入
率
が
低
下
す
る
時

代
に
あ
っ
て
、
腰
を
据
え
て
加
入
促
進

を
図
り
た
い
か
ら
で
す
。
自
治
会
は
、
日

本
赤
十
字
社
や
防
災
士
、
行
政
を
支
え

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
子
ど
も
会
の
親
子
世
代
に
も
社

会
性
や
協
調
性
を
育
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。
特
に
、
巨
大

地
震
対
策
の
実
働
は
、
自
治
会
組
織
で

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、

当
自
主
防
は
、
自
治
会
協
議
会
を
中
心

に
置
い
た
上
で
関
連
重
要
団
体
長
が
加

わ
り
組
成
し
て
い
ま
す
。 

                                        

Ⅴ
炊
出
し
の
部 

常
磐
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

調
理
室
と
１
階
全
体
に
借
り
物
の
大
型

炊
飯
器
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
並
べ
、「
豚
汁

７
５
０
食
」「
１
４
０
ｇ
大
の
お
に
ぎ
り

５
０
０
個
」
の
炊
出
し
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
と
き
わ
サ
ン
サ
ン

子
ど
も
食
堂
運
営
有
志
、
常
磐
公
民
館

運
営
協
力
委
員
会
女
性
部
、
自
治
会
女

性
部
の
総
勢
35
名
の
皆
さ
ん
で
し
た
。 

前
日
は
、
下
準
備
に
２
時
間
、
当
日
は
、

８
時
00
分
～
10
時
19
分
の
２
時
間
強

で
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

小
学
校
側
と
集
会
所
等
16
カ
所
か
ら
、 

そ
れ
ぞ
れ
炊
出
し
を
受
け
取
り
に
行
き
、

小
学
校
で
は
、
校
舎
廊
下
を
給
仕
と
食

事
場
所
と
し
、
廊
下
に
腰
を
お
ろ
し
食

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

集
会
所
等
向
け
「
お
に
ぎ
り
」
は
購
入
し

た
も
の
で
し
た
が
「
豚
汁
が
お
い
し
い
」

と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

豚
汁
具
材
は
、
一
般
的
に
多
い
ピ
ー
ナ 

ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
材
を
第
１
に
排
除
し
、

喉
に
詰
め
る
恐
れ
の
あ
る
「
こ
ん
に
ゃ 

く
」
を
や
め
「
厚
あ
げ
」
を
代
用
さ
れ
た

の
は
食
の
プ
ロ
の
仕
事
で
し
た
。 

 

Ⅵ
集
会
所
等
へ
避
難
の

部 「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
を
１
５
７ 

枚
２
３
２
人
分
徴
収
し
、
受
援
体
制
構 

                                       

築
の
重
要
性
を
認
識
い
た
だ
い
た
こ
と
、

情
報
連
絡
訓
練
と
し
て
、
常
磐
地
区
自

治
会
協
議
会
が
持
つ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
に
集
会
所
等
代
表
者
16
名
が

全
員
参
加
し
、
次
の
項
目
を
自
主
防
本

部
と
交
信
で
き
た
こ
と
が
直
接
の
成
果

で
し
た
。 

[

１
集
会
所
等
の
名
称 

２
代
表
者
名 

３
避
難
所
利
用
者
登
録
票
の
徴
求
枚
数 

４
避
難
者
数 

５
死
傷
者
数 

６
昼
給
食

の
必
要
数 

７
炊
出
し
受
取
時
刻]

 

 

「
久
し
ぶ
り
の
集
い
が
嬉
し
か
っ
た
」

と
の
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、「
防
災

意
識
は
高
く
も
、
高
齢
の
た
め
自
宅
を

出
ら
れ
な
い
」
方
が
多
か
っ
た
旨
の
報 

告
は
気
が
か
り
で
す
。 

 

む
す
び 

 

令
和
７
年
９
月
に
人
的
被
害
想
定
が

見
直
さ
れ
、
常
磐
小
学
校
避
難
者
１
８

７
０
人
を
最
大
想
定
と
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
、
体
育

館
に
４
４
０
人
が
入
場
し
、
避
難
所
運

営
に
必
要
な
膨
大
か
つ
貴
重
な
気
づ
き

や
デ
ー
タ
を
得
ま
し
た
。
他
に
多
数
の

意
見
も
結
果
論
を
承
知
で
集
積
し
今
後

に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
は
、
訓
練
の
範
囲
を
広
げ

た
た
め
、
多
く
の
役
割
分
担
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
小
学
校
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
役

割
数
１
３
３
人
分
、
並
び
に
、
各
地
集
会 

                                        

所
等
役
割
数
48
、
避
難
代
表
18
な
ど
計

１
９
９
人
分
。
更
に
炊
出
し
運
搬
給
仕
、

ゴ
ミ
処
理
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
人
材
は
す
べ
て
、
地
区
内

20
名
の
自
治
会
長
さ
ん
に
選
任
願
い
派

遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。
派
遣
等
に
際
し

て
は
難
し
い
点
を
含
む
と
思
い
ま
す
が
、

各
位
よ
り
否
定
的
な
発
言
を
一
切
聴
く

こ
と
も
な
く
す
べ
て
実
行
い
た
だ
い
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。 

 

更
に
、「
お
い
し
く
安
全
に
」
７
５
０

食
と
い
う
大
量
の
炊
出
し
を
難
な
く
実

現
さ
れ
た
女
性
有
志
の
実
力
は
ま
さ
に

お
見
事
で
し
た
。 

 

聖
人
君
主
を
求
め
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
辛
さ
苦
し
さ
嫌
悪
感
な
ど
の

困
難
を
伴
っ
て
も
表
に
出
さ
な
い
、
汚

物
処
理
も
厭
わ
な
い
、
そ
れ
で
い
て
役

割
を
果
た
し
平
然
と
さ
れ
て
い
る
方
々
、

訓
練
を
と
お
し
て
、
そ
う
し
た
方
々
に

沢
山
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

主
防
災
会
と
し
て
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ず
ま
た
成
熟
し
た
尽
力
の
多
さ
を
感
じ
、

こ
の
よ
う
な
立
派
な
常
磐
地
区
を
誇
り

に
思
う
次
第
で
す
。 

 

末
筆
な
が
ら
、
皆
々
様
の
今
後
の
安

寧
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

Ｒ
７
年
12
月
会
報
第
12
号
発
行
元
：
常

磐
小
学
校
区
自
主
防
災
会
：
記
事
横
山
禎
三
。 

当
会
詳
細
は
「
観
音
寺
市
常
磐
地
区
自
治

会
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
連
結
団
体
と

し
て
掲
載
。 

                                        

９
時
20
分
受
付
開
始 

８
時
30
分 

避
難
所
開
設
訓
練
の
部
開
始 

B
u 

開
始 

開設リーダー作業指示 

９
時
30
分 

受
講
と
体
験
の
部
開
始 

自治会員の 

皆様へ 
自治会員の 

皆様へ 
常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 

４ページ １ページ 

８
時
50
分 

一
斉
避
難
の
部
開
始 

雨の中ご苦労様でした 

４４０人が動いています 



は
じ
め
に

大
震
災
を
経
験
す
れ
ば
、
た
だ
今
の

平
穏
な
日
常
が
愛
お
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

が
防
災
活
動
で
す
。
面
白
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
７
年
度
訓

練
に
は
多
く
の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
７
年
度
訓
練
「
略
称
：
一
斉
避
難

訓
練
」
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｒ

６
年
会
報
第
９
号
に
よ
り
、
当
自
主
防

災
会
の
目
的
や
準
備
済
の
実
状
な
ど
を
、

そ
し
て
、
10
号
11
号
に
よ
り
訓
練
の
案

内
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
訓
練
を
振
り
返
り
ま
す
。 

第
３
回
避
難
所
開
設
訓

練(

略
称)

一
斉
避
難
訓
練

Ⅰ
事
前
準
備

Ｒ
7

2

18
計
画
説
明
会

自
治
会
長
、

自
主
防
会
長
、
理
事
計
38
名

Ｒ
7

4

13
炊
出
し
試
作
会

子
ど
も

食
堂
有
志
と
公
運
協
女
性
部
計
18
名

Ｒ
7

4

13
手
順
別
訓
練
手
順
2
、
及

び
備
品
等
披
露
会

計
43
名

Ｒ

7

7

27

手
順
別
訓
練

手
順

2

（
第
2
回
目
）
の
10
名

Ｒ
7

8

19
第
２
回
目
実
施
説
明
会

自
治
会
長
と
理
事

計
30
名

Ｒ
7

9

2
手
順
別
訓
練

手
順
3
・

4
・
5
の
計
14
名

Ｒ
7

9

9
手
順
別
訓
練

手
順
6
・

11
の
22
名

Ｒ
7

9

19
手
順
別
訓
練

手
順
7
・

8
の
計
14
名

Ｒ
7

10

1
出
欠
と
り
ま
と
め

Ｒ
7

10

6
手
順
別
訓
練

手
順
9
・

10
の
計
19
名

Ｒ
7

10

17
手
順
別
訓
練

手
順
12
の

計
10
名

Ｒ
7

10

21
定
例
会
議

理
事
打
合
せ

Ｒ
7

10

22
開
設
リ
ー
ダ
ー
打
合
せ
会 

計
8
名

Ⅱ
避
難
所
開
設
訓
練
の

部８
時
３０
分
開
設
訓
練
開
始
。

手
順
１
、
３
～
１２
迄
82
人
で
開
設
。 

（
他
小
学
校
内
準
備
16
人
）

９
時
２０
分
開
設
完
了
、
受
付
開
始
。

入
所
受
付
に
よ
る
「
避
難
所
利
用
者
登

録
票
」
提
出
は
、
当
初
は
参
加
者
全
員
を

予
定
し
ま
し
た
が
、
世
話
役
に
徹
す
る

人
も
い
て
、
体
育
館
内
で
２
７
３
枚
４

０
２
人
分
、
16
カ
所
の
地
元
集
会
所
等

で
１
５
７
枚
２
３
２
人
分
、
合
計
４
３

０
枚
６
３
４
人
分
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。

「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
徴
求
に
注

 

力
す
る
理
由
が
、
受
援
体
制
の
早
期
確

立
目
的
に
あ
る
こ
と
を
以
前
か
ら
お
伝

え
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
訓
練
に
よ

り
参
加
者
の
積
極
的
な
姿
勢
が
見
て
取

れ
て
少
し
安
堵
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
入
内
容
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
27

人
、
病
気
等
38
人
、
医
師
１
人
、
看
護
師

４
人
、
介
護
福
祉
士
１
人
、
精
神
保
健
福

祉
士
１
人
、
言
語
聴
覚
士
１
人
、
手
話
１

人
な
ど
が
申
告
さ
れ
ま
し
た
。
ア
レ
ル

ギ
ー
は
11
才
ま
で
の
子
ど
も
が
11
人

を
占
め
ま
す
が
40
～
79
才
で
も
万
遍

に
16
人
も
存
在
す
る
こ
と
は
要
注
意
で

す
。

Ⅲ
一
斉
避
難
の
部

令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
曜
）

８
時
50
分
巨
大
地
震
発
生
を
想
定
。

雨
天
の
中
、
５
７
４
人
の
住
民
が
、
８

時
50
分
に
自
宅
を
出
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
２
３
２
人
は
、
地
区
内
16
カ

所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
集
会
所
や
自
治

会
館
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
後

刻
、
情
報
連
絡
訓
練
、
炊
出
し
配
食
訓
練

を
行
い
ま
す
。

残
り
３
４
２
人
は
、
常
磐
小
学
校
ま
で

徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
別
の
１
３
３
人
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
と
炊
出
し
訓
練
受
任
者
と 

し
て
先
に
小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
集
合
済
で
す
。

（
参
加
総
合
計
７
０
７
人
）

小
学
校
へ
の
避
難
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

避
難
距
離
に
よ
っ
て
到
着
時
刻
が
異
な

り
、
遠
方
か
ら
の
避
難
者
は
開
設
訓
練

を
見
学
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
諦
め
て
、
受
付
と
入
所
以
降
の

訓
練
を
予
定
し
ま
し
た
。

８
時
00
分

炊
出
し
の
部
開
始

B
u 

開
始

集
会
所
や
自
治
会
館
よ
り

受
取
に
行
き
ま
し
た

食
事
は
廊
下

厳
し
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

小
学
校

へ
運
搬

参加世帯数の算出

避難所利用者登録票回収枚数 体育館 273

避難所利用者登録票回収枚数 集会所等 157

お世話に専念 22

炊出し（女性部） 35

合計＝参加世帯数の合計 487

232集会所等

総員７０７

計440

小学校

コミュニティ

センター
35

342

16

82

自治会員の 

皆様へ 

自治会員の 

皆様へ 
常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 

２ページ ３ページ 

ＡＥＤ 瞬間 

手の使い方 



                                        

は
じ
め
に 

大
震
災
を
経
験
す
れ
ば
、
た
だ
今
の

平
穏
な
日
常
が
愛
お
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

が
防
災
活
動
で
す
。
面
白
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
７
年
度
訓

練
に
は
多
く
の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
７
年
度
訓
練
「
略
称
：
一
斉
避
難

訓
練
」
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｒ

６
年
会
報
第
９
号
に
よ
り
、
当
自
主
防

災
会
の
目
的
や
準
備
済
の
実
状
な
ど
を
、

そ
し
て
、
10
号
11
号
に
よ
り
訓
練
の
案

内
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

本
号
で
は
、
訓
練
を
振
り
返
り
ま
す
。 

 第
３
回
避
難
所
開
設
訓

練(

略
称)

一
斉
避
難
訓
練 

 

Ⅰ
事
前
準
備 

Ｒ
7

2

18
計
画
説
明
会 

自
治
会
長
、

自
主
防
会
長
、
理
事
計
38
名 

Ｒ
7

4

13
炊
出
し
試
作
会 

子
ど
も

食
堂
有
志
と
公
運
協
女
性
部
計
18
名 

Ｒ
7

4

13
手
順
別
訓
練
手
順
2
、
及

び
備
品
等
披
露
会 

計
43
名 

Ｒ

7

7

27

手
順
別
訓
練 

手
順

2

（
第
2
回
目
）
の
10
名 

Ｒ
7

8

19
第
２
回
目
実
施
説
明
会 

                                        

自
治
会
長
と
理
事 

計
30
名 

Ｒ
7

9

2
手
順
別
訓
練 

手
順
3
・ 

4
・
5
の
計
14
名 

Ｒ
7

9

9
手
順
別
訓
練 

手
順
6
・ 

 

11
の
22
名 

Ｒ
7

9

19
手
順
別
訓
練 

手
順
7
・ 

8
の
計
14
名 

Ｒ
7

10

1
出
欠
と
り
ま
と
め 

Ｒ
7

10

6
手
順
別
訓
練 

手
順
9
・ 

10
の
計
19
名 

Ｒ
7

10

17
手
順
別
訓
練 

手
順
12
の 

計
10
名 

Ｒ
7

10

21
定
例
会
議 

理
事
打
合
せ 

Ｒ
7

10

22
開
設
リ
ー
ダ
ー
打
合
せ
会 

計
8
名 

 
Ⅱ
避
難
所
開
設
訓
練
の

部 ８
時
３０
分
開
設
訓
練
開
始
。 

手
順
１
、
３
～
１２
迄
82
人
で
開
設
。 

（
他
小
学
校
内
準
備
16
人
） 

９
時
２０
分
開
設
完
了
、
受
付
開
始
。 

入
所
受
付
に
よ
る
「
避
難
所
利
用
者
登

録
票
」
提
出
は
、
当
初
は
参
加
者
全
員
を

予
定
し
ま
し
た
が
、
世
話
役
に
徹
す
る

人
も
い
て
、
体
育
館
内
で
２
７
３
枚
４

０
２
人
分
、
16
カ
所
の
地
元
集
会
所
等

で
１
５
７
枚
２
３
２
人
分
、
合
計
４
３

０
枚
６
３
４
人
分
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。 

「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
徴
求
に
注 

                                        

力
す
る
理
由
が
、
受
援
体
制
の
早
期
確

立
目
的
に
あ
る
こ
と
を
以
前
か
ら
お
伝

え
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
訓
練
に
よ

り
参
加
者
の
積
極
的
な
姿
勢
が
見
て
取 

れ
て
少
し
安
堵
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
記
入
内
容
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
27

人
、
病
気
等
38
人
、
医
師
１
人
、
看
護
師

４
人
、
介
護
福
祉
士
１
人
、
精
神
保
健
福

祉
士
１
人
、
言
語
聴
覚
士
１
人
、
手
話
１

人
な
ど
が
申
告
さ
れ
ま
し
た
。
ア
レ
ル

ギ
ー
は
11
才
ま
で
の
子
ど
も
が
11
人

を
占
め
ま
す
が
40
～
79
才
で
も
万
遍

に
16
人
も
存
在
す
る
こ
と
は
要
注
意
で

す
。 

                  

                                       

Ⅲ
一
斉
避
難
の
部 

令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
曜
） 

８
時
50
分
巨
大
地
震
発
生
を
想
定
。 

雨
天
の
中
、
５
７
４
人
の
住
民
が
、
８

時
50
分
に
自
宅
を
出
ま
し
た
。 

そ
の
う
ち
２
３
２
人
は
、
地
区
内
16
カ

所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
集
会
所
や
自
治

会
館
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
後

刻
、
情
報
連
絡
訓
練
、
炊
出
し
配
食
訓
練

を
行
い
ま
す
。 

残
り
３
４
２
人
は
、
常
磐
小
学
校
ま
で

徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。 

こ
れ
と
は
別
の
１
３
３
人
は
、
避
難
所

開
設
訓
練
と
炊
出
し
訓
練
受
任
者
と 

し
て
先
に
小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
集
合
済
で
す
。 

（
参
加
総
合
計
７
０
７
人
） 

小
学
校
へ
の
避
難
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

避
難
距
離
に
よ
っ
て
到
着
時
刻
が
異
な

り
、
遠
方
か
ら
の
避
難
者
は
開
設
訓
練

を
見
学
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
諦
め
て
、
受
付
と
入
所
以
降
の

訓
練
を
予
定
し
ま
し
た
。 

         

８
時
00
分 

炊
出
し
の
部
開
始 

B
u 

開
始 

集
会
所
や
自
治
会
館
よ
り 

受
取
に
行
き
ま
し
た 

食
事
は
廊
下 

厳
し
く
て
ご
め
ん
な
さ
い 

小
学
校 

へ
運
搬 

参加世帯数の算出

避難所利用者登録票回収枚数 体育館 273

避難所利用者登録票回収枚数 集会所等 157

お世話に専念 22

炊出し（女性部） 35

合計＝参加世帯数の合計 487

232集会所等

総員７０７

計440

小学校

コミュニティ

センター
35

342

16

82

自治会員の 

皆様へ 

自治会員の 

皆様へ 
常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 

２ページ ３ページ 

ＡＥＤ 瞬間 

手の使い方 



Ⅳ
受
講
と
体
験
の
部

９
時
30
分
～
11
時
00
分

Ａ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

香
川
県
支
部
の
皆
さ
ん
に
「
一
次
救
命

処
置
講
習
：
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

方
法
」
を
運
営
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
時
00
分
～
11
時
15
分

Ｂ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
香
川
県
防
災
士

会
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
に
「
断
水

ト
イ
レ
対
応
体
験
」
を
運
営
い
た
だ
き

ま
し
た
。

10
時
20
分
～
11
時
40
分

Ｃ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
観
音
寺
市
危
機

管
理
課
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
組
立
解
体
体
験
」
を
運
営
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
区

内
に
17
あ
る
子
ど
も
会
の
参
加
を
狙
っ

て
、
専
門
機
関
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
治
会
加
入
率
が
低
下
す
る
時

代
に
あ
っ
て
、
腰
を
据
え
て
加
入
促
進

を
図
り
た
い
か
ら
で
す
。
自
治
会
は
、
日

本
赤
十
字
社
や
防
災
士
、
行
政
を
支
え

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
子
ど
も
会
の
親
子
世
代
に
も
社

会
性
や
協
調
性
を
育
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。
特
に
、
巨
大

地
震
対
策
の
実
働
は
、
自
治
会
組
織
で

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、

当
自
主
防
は
、
自
治
会
協
議
会
を
中
心

に
置
い
た
上
で
関
連
重
要
団
体
長
が
加

わ
り
組
成
し
て
い
ま
す
。

Ⅴ
炊
出
し
の
部

常
磐
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

調
理
室
と
１
階
全
体
に
借
り
物
の
大
型

炊
飯
器
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
並
べ
、「
豚
汁

７
５
０
食
」「
１
４
０
ｇ
大
の
お
に
ぎ
り

５
０
０
個
」
の
炊
出
し
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
と
き
わ
サ
ン
サ
ン

子
ど
も
食
堂
運
営
有
志
、
常
磐
公
民
館

運
営
協
力
委
員
会
女
性
部
、
自
治
会
女

性
部
の
総
勢
35
名
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

前
日
は
、
下
準
備
に
２
時
間
、
当
日
は
、

８
時
00
分
～
10
時
19
分
の
２
時
間
強

で
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
側
と
集
会
所
等
16
カ
所
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
炊
出
し
を
受
け
取
り
に
行
き
、

小
学
校
で
は
、
校
舎
廊
下
を
給
仕
と
食

事
場
所
と
し
、
廊
下
に
腰
を
お
ろ
し
食

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
会
所
等
向
け
「
お
に
ぎ
り
」
は
購
入
し

た
も
の
で
し
た
が
「
豚
汁
が
お
い
し
い
」

と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

豚
汁
具
材
は
、
一
般
的
に
多
い
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
材
を
第
１
に
排
除
し
、

喉
に
詰
め
る
恐
れ
の
あ
る
「
こ
ん
に
ゃ

く
」
を
や
め
「
厚
あ
げ
」
を
代
用
さ
れ
た

の
は
食
の
プ
ロ
の
仕
事
で
し
た
。

Ⅵ
集
会
所
等
へ
避
難
の

部「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
を
１
５
７

枚
２
３
２
人
分
徴
収
し
、
受
援
体
制
構

  

築
の
重
要
性
を
認
識
い
た
だ
い
た
こ
と
、

情
報
連
絡
訓
練
と
し
て
、
常
磐
地
区
自

治
会
協
議
会
が
持
つ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
に
集
会
所
等
代
表
者
16
名
が

全
員
参
加
し
、
次
の
項
目
を
自
主
防
本

部
と
交
信
で
き
た
こ
と
が
直
接
の
成
果

で
し
た
。

[

１
集
会
所
等
の
名
称

２
代
表
者
名

３
避
難
所
利
用
者
登
録
票
の
徴
求
枚
数

４
避
難
者
数

５
死
傷
者
数

６
昼
給
食

の
必
要
数

７
炊
出
し
受
取
時
刻]

 

「
久
し
ぶ
り
の
集
い
が
嬉
し
か
っ
た
」

と
の
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、「
防
災

意
識
は
高
く
も
、
高
齢
の
た
め
自
宅
を

出
ら
れ
な
い
」
方
が
多
か
っ
た
旨
の
報

告
は
気
が
か
り
で
す
。

む
す
び

令
和
７
年
９
月
に
人
的
被
害
想
定
が

見
直
さ
れ
、
常
磐
小
学
校
避
難
者
１
８

７
０
人
を
最
大
想
定
と
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
、
体
育

館
に
４
４
０
人
が
入
場
し
、
避
難
所
運

営
に
必
要
な
膨
大
か
つ
貴
重
な
気
づ
き

や
デ
ー
タ
を
得
ま
し
た
。
他
に
多
数
の

意
見
も
結
果
論
を
承
知
で
集
積
し
今
後

に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
訓
練
の
範
囲
を
広
げ

た
た
め
、
多
く
の
役
割
分
担
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
小
学
校
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
役

割
数
１
３
３
人
分
、
並
び
に
、
各
地
集
会

所
等
役
割
数
48
、
避
難
代
表
18
な
ど
計

１
９
９
人
分
。
更
に
炊
出
し
運
搬
給
仕
、

ゴ
ミ
処
理
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
人
材
は
す
べ
て
、
地
区
内

20
名
の
自
治
会
長
さ
ん
に
選
任
願
い
派

遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。
派
遣
等
に
際
し

て
は
難
し
い
点
を
含
む
と
思
い
ま
す
が
、

各
位
よ
り
否
定
的
な
発
言
を
一
切
聴
く

こ
と
も
な
く
す
べ
て
実
行
い
た
だ
い
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

更
に
、「
お
い
し
く
安
全
に
」
７
５
０

食
と
い
う
大
量
の
炊
出
し
を
難
な
く
実

現
さ
れ
た
女
性
有
志
の
実
力
は
ま
さ
に

お
見
事
で
し
た
。

聖
人
君
主
を
求
め
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
辛
さ
苦
し
さ
嫌
悪
感
な
ど
の

困
難
を
伴
っ
て
も
表
に
出
さ
な
い
、
汚

物
処
理
も
厭
わ
な
い
、
そ
れ
で
い
て
役

割
を
果
た
し
平
然
と
さ
れ
て
い
る
方
々
、

訓
練
を
と
お
し
て
、
そ
う
し
た
方
々
に

沢
山
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

主
防
災
会
と
し
て
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ず
ま
た
成
熟
し
た
尽
力
の
多
さ
を
感
じ
、

こ
の
よ
う
な
立
派
な
常
磐
地
区
を
誇
り

に
思
う
次
第
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
々
様
の
今
後
の
安

寧
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｒ
７
年
12
月
会
報
第
12
号
発
行
元
：
常

磐
小
学
校
区
自
主
防
災
会
：
記
事
横
山
禎
三
。 

当
会
詳
細
は
「
観
音
寺
市
常
磐
地
区
自
治

会
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
連
結
団
体
と

し
て
掲
載
。

 

９
時
20
分
受
付
開
始

８
時
30
分

避
難
所
開
設
訓
練
の
部
開
始 

B
u 

開
始

開設リーダー作業指示 

９
時
30
分

受
講
と
体
験
の
部
開
始

自治会員の 

皆様へ 
自治会員の 

皆様へ 
常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 常磐小学校区自主防災会 会報 第１２号 

４ページ １ページ 

８
時
50
分

一
斉
避
難
の
部
開
始 

雨の中ご苦労様でした 

４４０人が動いています 
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